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経 済論叢(京 都大学)第160巻 第2号,1997年8月

日本石鹸業界における

初期 「花王石鹸」のブラン ド戦略

齊 木 乃 里 子

は じ め に

本稿の課題 は,初 期の長瀬商店(現 在 の花 王株 式会社)の,「 花 王石鹸」の

ブラン ド戦 略を分析 し,日 本石鹸業界 において,い かに してブラ ン ド石鹸 に対

す る市場が創造 され たか について,更 に当時のブ ラン ドが持 っていた意味(機

能 ・役割)を 考察す ることであ る。

近年,ア ー カー(DavidA.Aaker)の ブ ラ ンド ・エ クイテ ィ研究Dを 皮切 り

にダ ブラン ドに関す る研究が盛んであ る。 これ らの研究 は大 き く,ブ ラン ド ・

エ クイテ ィの概念 に関す る問題 ,ブ ラ ン ド ・エ クイテ ィの測定 問題,ブ ラン

ド・エクイテ ィの管理問題,の3つ に分 け られ,現 代 のマー ケティングの理解

を深 めるの に貢献 してい る。 しか し,ブ ラ ン ド・エ クイティに関す る議論 を行

うため には,ブ ラ ンドが,い つ,ど のよ うに して発生 したのかを理解 した上で,

ブ ラ ン ドその ものが持つ意味 とは何か,ぐ の意味 は変化す るものなのかを考 え

なけれ ばな らない。 ブ ラ ン ド・エ クイテ ィ研究 者の...・人,フ ァー ク八一(P.

H.Farquhar)は,強 力な ブラ ン ドの構 築,ブ ラン ドの維持,プ ラン.ドの利用

による事業の拡大,を 考 える際には,初 期 のブラン ドの歴史が重 要な意味合い

を持 って くる,と 述べ てい る2,。..これ は,現 在 の問題 を理解す るには歴 史的 な

】>D.A.Aaker,ManagingBrandFyuity:CapitalizingontheValueofaBrandNatn4Free

Press,⊥991のこと。

2)フ ァークハーは次のように述べている。「ブランド付けり目的と戦略とは,20世 紀に入ると更
に大きく発展していくことになるが,こ のような初期のブランドの歴史が重要な意味合.いをノ
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視点が不可欠であることを意味している。とりわけ,従 来から指摘 されている

通 り,日 本 とアメリカではブランド戦略の特徴が異なる」:,ため,日 本の事例を

検討す る際にアメリカのブランド・エクイテ ィ論にそのまま依拠できるのか疑

問である。従って,現 在の日本の事例を理解するためにも,ブ ランドとその戦

略展開に関する歴史的な実証研究が積み重ねられなければならない。本稿はそ

れらの一端を担 うものである。 一.

石鹸業界,中 で も長瀬商店を取 り上げるのは次の理由による。日本は,江 戸

時代の長い鎖国政策期を通 じて独自の生活様式を確立 していたが,1854年 の開

国以来,欧 米の様々な商品が流入 し,生 活様式の変化を迫られることになった。

石鹸は,こ れ らの変化を担った代表的な商品であり,明 治時代以降,そ の普及

率が文明化の尺度 とされていた㌔ これら日本 にとって新 しい商品を販売す る

企業は,消 費者に受容されるために様々な努力を行わねばならず,そ の努力の

柱がブランド戦略であった。多数の製造業者が乱立し様々な品質の石鹸が販売

されていた戦前の石鹸業界にあって,長 瀬商店は高品質石鹸の市場 を確立する

ためのブランド戦略を積極的に行 った。ただし,大 正期以降の石鹸が広 く普及

した時代は,業 界の状況や技術,長 瀬商店の戦略が大きく異なるため,本 稿で

は明治期の長瀬商店の創業者長瀬富郎(以 下,初 代と略記).に よる初期の戦略

のみに焦点を当てるものとする。

＼ 持 っ て くるの は,次 の よ うな5つ の 問 いか け を 発 した 場 合 に で あ る。 す な わ ち,そ の 問い か け と

は,ま ず 第 一 に,ど の よ うに して 強力 な ブ ラ ン ドを構 築 して い くか?第 二 に,ど の よ う に して.

ブ ラ ン ドを経 時 的 に維 持 して い くの か?そ して 第三 に,ど の よ うに した ら ブラ ン ドを利 用 して

事 業 の 拡 大 を 図 る こ と が で き る の か?,と い う3っ で あ る。」P.H.Farquhar,ManagingBrand

Equity,Mmket,.,Research,September1989,pp,24-as.(青 木 幸 弘 訳 「ブ ラ7ド ・エ ク イ

テ ィー の管 理① 」 『流 通 情 報 」 流 通 経 済研 究 所,1993年5月 。)

.. 3)代 表的 な もの に 出 中 洋 「ブ ラ ン ド形 成 の 日米 国 際 化 較 一 日本 的 マ ー ケテ ィ ングへ の一 考 察 」 青

.木幸 弘 ・陶 山 計 介 ・中 田 善啓 編著 『戦略 的 ブ ラ ン ド管 理 の 展 開 』 中 央 経 済社,1996年,が あ る。

4)「 「石 鹸 は 文 明の 尺 度 な り」 と 言は れ る如 く」,島 田 義 照 『日本 石 鹸 工 業 史 ユ 大阪 石 鹸 商 報 社,

1932年,146ペ ー ジ。 ま た 「石 鹸 と文 明」 『東 京 小 間 物 化 粧 品 藺報」 第789号,1915年(.大 正4)

12月8日 で は 消 費 高 に よ る各 国 の順 位 付 け を行 っ て い る 。 これ らはJUStasvonLiebdg.Cゐ 俄f5・

`加 βπψ,1844.の 一 節 で あ る"DicSelfe正steinMastabfし}rdenWoklgt賄d【lnddieCulmrder

Staaten."(石 鹸 は話 国家 の 富 強 と文 化 の尺 度 で あ る)が 元 に な って い る 。小 林 良 正MRの 歴

剋 河 出書 房,/9鵬 年,25ペ ー ジ。
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以下で は,ま ず,1で 花 王石鹸が 発売 され る以前の状況 を海外 と日本 とを比

較 しなが ら概観 し,次 にHに おいて,初 代が行 った 「花王石鹸」の ブラン ド戦

略につい て述飛,そ の意義 を明 らか にす る。 また,ブ ラ ンドが成立す る際 には

品質を一定確保す る必要か ら生産技術が非常 に重要で あるため,1,Hを 通 じ

て,生 産技術 を同時 に述べ,合 わせて業 界の動 きにつ いて も触れ.る。終わ りに

で本論 の総括 を行 い,今 後の課題を述べ る。

.1「 花王石鹸」発売以前の石鹸業界

1)海 外の状況

油脂 のアルカ リ塩で ある石鹸 は,最 古 の記録 としては1世 紀 のローマ に登場

する。地 中海沿岸地域で は,良 質の オリーブ油 と海藻灰 を原料 として石鹸製造

が盛んに行われ るよ うにな った。13,4世 紀 にはイギ リス ・ドイツな どで 石鹸

業が盛ん とな り,移 民 に よって アメ リカに も伝 わ った5)。 しか し,技 術 的に は

経験の域 を出ず,一 般 には 自家生産 され た ものが多数使用 された%つ ま り,

欧 米では,石 鹸が商 品と して成立す るまでが大変長か った。

18世 紀 以 降,石 鹸技術 の≡ 大革新,1)シ ェー レ(KarlWilhelmScheele)

に よ るグ リセIJン の.発 見(1779),2)ル ブ ラ ン(NicolasLeblanc)の 人 工

ソー ダの製 法(1790),3)シ ュ ブ ルー ル(NEchelEug6neChevreul)に よ る

油脂成分の解 明(1811),に よ って石鹸業 は経 験か ら脱却 して科学技術 に立脚

する ことで地理的 自然 的制約 を克服 し,急 速 に発展 したη。

さ らに,19世 紀 を通 じて,鹸 化工程 において直火釜か ら蒸気鹸化釜へ の転換

が行われ,作 業の短縮化,品 質の均一化,量 産化が可能 となった8〕。蒸気 鹸化釜

の導入は,石 鹸業界 においては,大 量生産体制確 立の一つ の契機 となってい る。

5)日 本 油 脂工 業 会 編r油 脂 工 業 史』 日本 油 脂 工 業 会,1972年,3-6ペ ー ジ,小 林 良 正,前 掲 書,

1-10ベ ー ンo

.6}小 林 良 正,前 掲 書,15べ 」 ジ。

7>同 上 書.17-24ペ ー ジ。

8>同 上 書,28-31ペ ー ジ。
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こ う して生産された石鹸は,最 初 は,卸 売業者 を通 じて小 売業 者へ 渡 り,店

頭で棒状(bar)の ものが切 り売 りされ,次 第 に当初 は自家 生産を行 っていた

消費者 にとって も購 入の対象 となった。 また,上 記 の ような技術革:新を経 た石

鹸業者の中か ら,.さ らに鹸化釜 の大型化,鹸 化室の装備,ク ー リング ・プ レス

の導入,全 行程 の機械 化を成 し遂げて大量生産体 制を確立 し,自 らの ブラ ン ド

を付 して9売 りだ し始め る大企業が現れた。 プロクター ・アン ド・.ギャンブル

(Procter&GambleCo.,以 下P&Gと 略 記),リ バ ー ・ブ ラザー ス(Lever

Brothe・s&Co.,以 下,リ バー と略記)な どで あ る。19世 紀 末 には,こ れ ら少

数の企業が シェア争い にしの ぎを削 るまで にな り,非 価格競争手段 としてのブ

ラン ド戦略 を展開 した。

こ うした動 きと相 ま って,家 庭 の石鹸 人手方法は 自家生産か ら購 入へ と変化

した。従 って,こ こで のブ ラン ドは差別化 を日的 と した,す なわち競争優位確

立 を目指 した もので あ った。後述す るよ うに,日 本での変化 は糠袋か ら石鹸へ

とい うもので あ り,石 鹸 自体の存在や効用を訴求 しなければならなか った点で,

欧 米の状況 とは大 きく異 なる。 これは長瀬商店の戦略 と無 関係で はな く,さ ら

に言えば,当 時の 日本石鹸業界全体の限界を も作 り出 してい たとい える。

2)日 本における石鹸......

日本 は元来油脂原料に乏 しく,個 々の家庭で石鹸の 自家生産を行 った歴 史を

持たない1。〕。

欧米か ら石鹸が渡来 したのは,通 説で は安』ヒ・桃 山時代で あ り,江 戸時代末

期にな って,当 時欧米文化 に触れ る機会のあ った蘭学者達 の手で生産が 開始 さ

9)財 団法 人 日本経営史研究所 ・花王株式会社社 史編纂 室編 「花王 史100年 」花 モ株式 会社,1993

年,5-6ペ ー ジ。

10>古 くか ら,洗 浄剤 としては 主に灰汁が用 いられ ,入 浴 には豆の粉,洗 顔には江戸時代以降糠袋

が広 く普及 した。花王有給株 式会社 資料室 『日本清浄文化史』花王石鹸株式会社,】9ア1年。ほか

に も近 世以 前にはサイ カチの煎 じ汁や 灰汁,江 戸 時代以 降は木綿の普及 と共に大根の煮汁 など

様 々なものが用い られた。 このよ うな洗浄剤 は書物 によって紹介 され,清 潔が美徳で あるという

風潮 も生 まれた。小泉和子 「道具が語 る生 活史』 朝 日新聞社,1989年,39-43ペー ジ。
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れた。彼 らは,科 学技術に立脚 して製造していたが,あ くまで自家生産であっ

て,石 鹸の洗浄作用 も理解 してお.らず,医 薬用として用いた。このことは,洗

浄剤 としては.占くから用いられていたにも関わらず,製 造業者が製造理論を理

解していなかった欧米の状況1Pと 対照的である。

さらに開国以降,.ア メリカから.も商品が流入 し始めるが,こ れらの輸入石鹸

は高級品であり,一 部上流家庭に普及した。

明治時代に入 り,政 府の殖産興業政策に伴って石鹸製法は移植 され,1872年

(明治5)に は京都舎密局による最初の製造が実現されている。さらに民間の

手によって製造が開始されるが,こ れらには次の共通点が見 られた。.まず,担

い手に士族出身者が多 く,士 族救済策としての色彩が濃かったこと,そ の目的.

が輸入品の防湿であったこと,舎 密学(化 学)の 知識を持 った技術者がおり,

間接的にせよ欧米の知識の影響を受けていること,で ある。とりわけ,輸 入防

遏に関しては1873年 末から政府(内 務省)に よって行われた在来産業育成政策

がこれの実現を目標 とした121ものであり,そ の考え方が影響 していたと考えら

れる。しかし,政 府によって運営された事業や,そ の後の政商などの大資本に

よって資金が調達された紡績業燭とは異なり,生 産設備は飯釜程度のもので,・

技術水準も低く,規 模は数人の家内.1業 であった。

こうして.,欧米 とは違い,日 本の石鹸工業は,そ の立ち上が り期から科学的

知識に基づいた石鹸(分 析石鹸)の 生産が開始され,明 治10年 代にはいると中

国市場を中心に輸出も行われ始めた。しかし,石 鹸は 「混ぜ物」であって,材

料と加熱できる釜さえあれば製造できたため,ほ とんど技術 も持たず,高 価な

原料の入手が不可能な零細規模の業者が多く参入 した。この結果石鹸は激しい

価格競争の対象 となり,業 界は粗製濫造時代を迎える。

粗製濫造時代 とは,「速成椰子油石鹸」時代,「澱粉混入石鹸」時代を指す。

11)

12)

13}

小林良正,前 掲書,131ペ ー ジ。

石井寛治 『日本経済史』東京大学 出版 会,1992年,128ペ ージ。

.後礫靖 ・佐々木隆爾 ・藤井松 一 『日本資本主義発達史』 有斐閣,19904f,66ペ ージ。
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ここでは,「花王石鹸」が登場 した背景である 「速成椰子油石鹸」時代の状況

を述べる。

速成椰子油石鹸は,低 品質の椰子油と苛性ソーダを原料 として1883年 以降盛

んに製造された。品質は,皮 膚への刺激作用があ り,低 温では粉砕するとい う

劣悪なものであったが,当 時の消費者は,.高所得者層を除いては品質判別能力

を欠いていた。すなわち,日 本では当.初,洗 濯石鹸を化粧石鹸の代わ りに使用

していた消費者が存在し,こ の刺激作用は石鹸の元来の性質であると考えられ

ていだ%そ の結果,低 品質の輸入品を駆逐 した ものの,従 来の分析石鹸製造

業者の経営を圧迫 し,そ の多くを倒産に追い込んだ。しか し,こ うした椰子油

石鹸メーカーの中から,優 れたカンとコツを備えた職人的技術を持った製造者

が登場 し,石 鹸業界は新たな段階尉を迎えることになった。 この時期,高 級晶

.市場は輸入品に占められており,順 調に売れ行きをのばしていたため,輸 入品

あ形骸的な模倣Lのを行 う石鹸業者が現れ始め,こ のような状況から再び輸入品

排除の機運が起 こってきた。「花王石鹸」は,こ のような職人的技術を持つ製

造者によって,輸 入品を排除するために生まれたものであった。

II初 期 「花王石割 のブラン ド戦略

1)長 瀬商店の創業

洋.小間物店 「長瀬商店」 は,1887年(明 治20)初 代 長瀬富郎 によって創 業さ

れた。彼 は,以 前 に和洋小間物問屋 で働 いた経験 を持 ち,従 来か ら小 間物店 の

多 く存在 する 日本橋馬喰町 に間口二間ほ どの店 を開いた。洋小間物 店の取扱商

品 とは石 鹸のよ うな雑貨,輸 入文房具な どであ った。元 々韓人品は横 浜の貿易

商が全部扱 っていたが,東 京での需要増 加に伴 って こちらへ移 り,衣 料 ・食品

14)島 田義照,前 掲書,9.1.94ページ。

15)小 林氏は,こ のことを在来の 「士族の工法」的技術を経済的文化的水準にふさわしく調和させ

て,新 たに手工業的=職 人的技術に立脚する石鹸業を準備したとして評価している。小林良正,

前掲書,170ペ ージ。

16)「 商標に対する独自の精神なく,ま た商標の尊貴性に対する感念に欠如し模倣の行われたるも

の・尠少ならざる事を知られる」。島田義照,前 掲書,122ペ ージ。
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雑 貨を扱 う店が分化 したた.め,洋 小 間物 店で は.L記 のよ うな商品 を取 り扱 うの

が....一般 的で あった171。又,総 じて高価 な輸入品を取扱 っているため,和 小間物

店 より高級 店であった。長瀬商店で当初販売 していた石鹸 は,輸 入品で は米国

コルゲー ト社 製の 「ハニー(蜂 印〉」,国 産では鳴春舎 呂1製で あった。

2)「 花王石鹸」の開発と生産

初代は,日 本石鹸業の粗製濫造 とい う状況を憂い,輸 入品に負け.ない品質を

持ち,.単 なる模倣でもない国産石鹸の製出を目指 した。業界勃興期の分析石鹸

製造業者がもっていた輸入品防遏 とい う目的を引き継いでいたといえる。その.

ため,取 引のあった鳴春舎か ら村田亀太郎が独立 して新たに石鹸業を開業する

と聞くと,こ れを長瀬専属の石鹸工場(村 田工場,後 の新宿工場)に してくれ

るように働きかけた。こうして,初 代は村田の協力を得て優良国産石鹸の創出

に乗 り出した。村田は,粗 製濫造時代を経て登場 した職人的技術家で,鹸 化に

関する塩析術に精通 しており,素 材の品質向上に努めた。 しかし,輸 入品に対

抗 しうる石鹸に仕上げるには,香 料や色素 といった専門的な科学的知識が必要

であり,そ こで初代は,薬 剤師瀬戸末吉の.協力を得て,こ れらの知識を獲得 し

た。すなわち,良 質な 「商品」としての国産ブランド石鹸 「花王石鹸」は,職

人的技術家(=村 田)の 知識と問屋(=初 代)の 香料に関する科学的知識の結

合によって初めて創出されたLglといえる。香料や色素の調合は,村 田工場では

行われず,商 店において初代が秘密裡に行っており,こ れは,「商品」 として

成 り立つための知識の主要部分を,問 屋が握 っていた.ことを示 している。この

ような製造法は,長 瀬商店直営の工場が建設されるまで続けられた。.

17)服 部之総 ・小林良正 「花王石鹸五十年 史」 花..E石鹸五十年史編纂委 員会,1940,437-9ペ ー

ジ。1花 王史100年116-20ペ ージ。

18〕 鳴春 舎は.代 表的な分析石鹸 メー カーであ.り,ラ イ オンの創業者や,資 生堂 の石鹸製造を委託

されていた若111太陽堂 の創業者 もここの出身であ る。創 業者の堀 江小 十郎 は1908年 〔明治41〕 に

『日本石鹸沿革史』 を著 し,粗 製濫造期 には業界のために奔走するな ど,初 期 の石鹸業界 におい

ては中心的な入物であった6

19)山 本潔 『日本における職場 の技術 ・労働史」 東京大学出版会,1994年,381-4ペ ー ジ。



日本石鹸業界における初期 「花王石鹸」のブランド戦略 〔169)65

こ こで,当 時 の生産設備 を概観 してお く.。上述 の通 り,最:初 の花王石鹸製造

... [場 は,村 田..1:場(新 宿工場)で あ り,1890年 の 開業で ある。当時 このユ.:場は,

初代 が村 田に対 し設備資金 を貸 し付 けて運営 され ていた。翌年 さらに同 じ新宿.

に 第2工 場 を建設 した。広 さは長 屋4,5軒 分 で鹸化釜 は直径4尺2寸,深 さ.

2尺5寸 ほ どの大 きさの ものが1基 ずつ,さ らに第2..1二場 には,よ り小型の も

のが1基 存在 した.ようであ る。当時は直 火釜であ って,鹸 化工程以外はすべて

手作業で あ り,乾 燥工程 は天候 に左右 され る天 日に頼 っていた。生産量は1日.

30ダ ー ス.前後であ った。

これ らの工場で製造された石鹸 は,1890年 に登録商標を経て 「花王石鹸」 と

して発売 された。 これは,品 質を保証 しかつ単な る輸入品の摸 倣で もない 円本

初 の本格的 なブラン ド石鹸で あった。

3>「 花王石鹸」発売戦略

発 売の際に採 られ た戦略 を概観す る。当初の初代 の 目標 であった輸入 品の防

遏 とい う観点か ら,顧 客 に対 し品質の高さを伝達 する必 要があった。 そこで,

ブ ラ ン ド.名を 「低 舶質の他 の国産石鹸 とは違 って顔 が洗 える」 とい う意味の

「花王」 とした。 また,高 品質の具体的な証明 として,薬 学博士高峰譲吉の分

析試験 の結果鋤 と能書 を添付 した。さ らに,従 来の石鹸 とは違い,包 装 にも高

級 品(白 粉や高級歯磨 き粉な ど)用 め ものを応用す るなど力 を入れた。 まず,

石 鹸 を蝋紙で包み,そ れを上述の能書 と,月 のマーク入の包装紙で重ねて巻 き

付 けた。.前述の通 り,日 本製の石鹸は海外(特 に,中 国市場)へ の輸出が行 わ

れ ていたが,1花 王石 鹸」 も同様に輸出 を意 図 してお り,包 装紙 の柄 は,日 本

の 「桜」ではな く,中 国の 「牡丹」 を用 いた。月のマー クは現在 も用 い られ て

い るが,こ れは当時商店で扱 っていた輸 入鉛筆か らヒン トを得た もので ある と

いわれてい る。最後に桐 の箱 に.入れ て貼 り紙 をし,高 級品であ ることを強調 し

2① 高峰誤吉の分析結果 には最初に 「貴家製造三保 ル薬品入花王 石鹸ハ,分 析!結 果左 ノ如 クニ シ

テ,其 質良好 ノモ ノト認 ム1と あ る,、1.花王石鹸五十年史」,446ペ ー ジ。
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た。

価格 に関 して も,原 材料で用いた香料が高価格であ った こともあ り,1個12

銭,3個 入 り35銭 と設定 した。 これは,従 来 の国産石鹸 と比較 して,非 常 に高

価格別,てあった。

販売経路 としては,商 売仲間であ る小 間物店 を選択 した。当時,小 間物 の取

引は 「宿 セ リ」 とい う,東 京の問屋が地方か ら上京 した問屋の滞在 してい る宿

を訪ねて廻 って取引を行 うとい う方法が採 られていたZZ〕。長瀬 商店 は,石 鹸 を

製造は していて も洋小 間物店であ ったため,従 来か ら取引のあ る問屋 に石鹸を

流通させる ことがで きた。当時 は,東 日本 と西 日本 の市場 は完全 に分断 されて

いたが,初 代 は初 めか ら全国販売 を目指 し,大 阪の輸入雑貨卸売商であ った大

崎組商会を代理 店 と定 め,関 西での販売を開始 した。1897年 の花王石鹸売.ヒ高

を.見ると,66,169ダ ー スで,関 西分は47,262ダ ー.スと実 に71%も 占めてい る23)。

さ らに熊本,長 崎,下 関の各地で,有 力な雑貨卸売 商 と代理店契約 を結んだ。

これ らを通 じて,全 国の高価格商 品取扱いの洋小間物店 に 「花工石鹸」が なら

ぶ こととな った。また,品 質に対す る信用 を確保す るため,赤 十字病 院 ・東京

慈恵医院な どの有名病院や,軍 隊(呉 ・佐世保 ・横須賀の海 軍病 院な ど〉 を取

引先 とした。 さらに,大 口販売先 に対す るボ リューム ・デ ィスカ ウン ト(100

ダー ス以上 は1ダ ースにつ きO.5銭,1000ダ ー ス以上 なら1.5銭)や,景 品制度

(算盤,風 呂敷,観 劇 会への招待 など);と い った業界初 の販売政策 を次 々 と

行 った。

宣伝戦略 について も,初 代 は斬新 な手法 を次 々と用いた。 まず,新 聞広告で

は,関 東 の 『時事 新報」・『東 京朝 日新聞』 は じめ17紙,関 西の 『大 阪毎 日新

聞』・『大阪朝 日新聞』の2紙 に加え,地 方紙12紙(北 海道 ・東北,北 陸 ・東海

21)他 の国産石鹸の価格については1ダ ース10銭以下 〔同上書,448ペ ージ),約1銭(山 本武利 ・

津金澤聰廣 『日本の広告」世界思想社,1996年,166ペ ージ),2銭 一2銭3厘(鳥 田義照,前 掲

書,ユ71群一ジ)な ど様々な記述が見られるが,こ こでは花土石雌の価格が非常に高価であった
ことを確認するものである。

22)佐 々木聡 「花王に見る戦前日本の流通革新.1『経営史学」第28巻第4号,1994年,29ペ ージD

23)「 花王石鹸五十年史」478ページ.
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地 方〉 に掲 載 してい為 そ うした一般紙のみな らず,.業 界紙以,に も積極的 に広

告 を掲載 している。1894年 の 数字で見 る と,宣 伝広 告Vac)1,777円41銭2厘 の

うち,新 聞広告 費は1,262円5銭3厘 と71%m)に の ぼ ってお り,い か に力を入

れてい たかが伺 い しれる。 また,「 帝国軍御 用達」 とい った宣伝文 句を多用す

ることによ り,高 品質 と信頼性の高 さを訴求 した。 同時 に,こ の当時 とられた

宣伝 戦略の重要 な もの として は,鉄 道沿線看板 の設置が あげ られ る。 この ころ,

鉄 道の建設 が盛 んに行われて お り,そ れに伴 い1895年 以 降,東 海道沿線 を始め,

総 武,甲 武 川越,青 梅 など関東の主要地域 全般,さ らには東北,信 越線への

設置に乗 り出 してい る。 ヒの ほか にも,劇 場 の引幕,広 告塔,電 柱な ど様々な

広告媒体 を.利用 して積極的 に宣伝 を行 った。

このよ うな活動か らも,長 瀬商店 が当初か ら全国販売 を目指.していた ことが

わか る。

こうして 「花王石鹸」 は第1表 か らわか る とお り着実 に売上を伸ば した。表

.に おいて1ダ ース当た りの価格27)が1894年 の56銭 か ら98年 の73銭,1905年 の77

銭 と上昇 してい るの は,主 要原料で ある牛脂 の価格変動 に対応 した もの と推 測

で きる。 また,「 花王石鹸」 が好評で あ ったため,翌 年 か ら 「香王」 「花王」

「兎 月」 などとい った類似 品 ・.模造 品が 出回 り,当 初 は提訴 していたが,あ ま

りの数 の多 さに応対が不可 能 とな り,最 終的 には放任政策を採 らざるを得ない.

状 態で あった。

さらに,瀬 戸の協力 を得 て,石 鹸以外 の多様な製品の製造 ・販売に も乗 り出

した。 これ らの製品 も全て共通 の 「月の マー ク」が施 され,石 鹸 と同様 の戦略

が採 られた。 これ らは,荒 物 関係へ の販路拡 大や洋小間物店 としての品揃 えの

24)『 東真小間物化 粧品商剰 『大阪化粧 品商剰 「大阪石鹸商報』1東 京石鹸商報」 等。

25)こ の宣伝広告 費は,初 代 の.「奥」 の利益 から支出 してい るもので ある。 「奥」 とは初代本.人勘

定で長瀬商店勘定 の 「店」 とは区別 されていた。つ まり,生 産 コス トが1ダ ース当た り47銭で,

長瀬商店の 「奥」 からの仕入価格が70銭(:1895年)の 場合,「 奥」 の利益は～3銭とな る.「花:E史

100年 』26ペ ージ。 ・

26)『 花王石鹸五十 年史1479ペ ー ジ。

27)こ の価格ば 「奥」 からの仕 入価格であ る.「花 毛更100年 』,32ペ ー ジ。
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第1表 「花王石鹸販売量ならびに販売額

年次 販 売 量 販 売 額 年次 販 売 量 販 売 額

1891 16,892 01 88,615 65,9窪5.280

(明治24)
02 84,453.50 65,870,730

92 26,274
03 91,746.75 71,103,080,

93 茸8,867 04 88,224.50 68,205,Ol5
94 35,108 19,458,950

05 96,349.50 74,399,140

95 44,182 30,927,925
.06 105,241.00 8玉 、234.320

96 53,724 37,607,150 07 130,213.50 104,944,820

97 66,169 46,318,300 08 177,104.50 145,402,815

98 72,116 52,497,560 09 203,490.75 165,964,000

99 84,121 62149,540.1 10 197,894.00 161,387,510

1900 86,116 63,725,840
.11 191,256.25 155,952,786

(注)単 位 はそれ ぞれ販売昂.がダー ス,販 売額は円。

咄 所)『 花王石鹸五十年史」 「花王史100年 』 よ り作成。

拡大な どを もた らした。

こ.こで,戦 略の共通点 ・特徴 を整理 してみ ると,第 一に,能 書 の添付,チ ャ

ネル形成や広告の全国展 開によって,消 費者 にまず商品の存 在 とどのよ うな商

品であ るかにつ いて知 って貰 うことを重視 していた。 これは,石 鹸 とい う商品

が まだ 日本.市場 に とって目新 しい ものであ った当時 においては,当 然 のこ とで

あ るといえよ う。第二 に,こ のような新聞 ・鉄道沿線看板 な どによる全国広告,

地 方の代理店 との契約 などか らわか るとお り,全 国販売 を 目指 してい たことが

あげ られる。第三に,原 料素材の質の向上への努力,薬 学博士 の分析結果の.添

付,有 名病 院 ・軍隊 との取引,.そ れ を援 用 した広告 などは,高 品質商 品の製

造 ・販売を保証 しよ うとす るもので あった。最後 に,「 花王石鹸」 は高級 品で

あ った とい うこ とで ある。包装や,素 材 ・香料 の価格 を反映 した高価格 は,当

時販売 され てい た国産石鹸 とは比較にな らないほ どで あった。.

以上 か ら考 えると,こ れ らの戦略は,ブ ラン ド商 品に対す る市場 を新た に作

り出 してい くもので あ り,「 花王石 鹸」 とい うブ ラン ドは,認 知 ・品質保証 の

役 割を果た していた といえ る。特 に高価格 の設定 か ら考 えると,「 花王 石鹸」
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の競 合商品は輸入化粧石鹸であ って,初 代が 国内業者 の粗製濫造を憂いたの も,

生 活様式 の欧米化が進む1トでそのよ うな状況が続 けば輸入 の増加 を招 き,石 鹸

市場 は輸 入化粧石鹸で占め られるで あろ うという危惧か らであ った といえる。

従来 は糠袋が使用 されていた 日本の状況で は,こ の認知 ・品質保証 とい う機能

は大変 に重要な意味を持っていた。 また,当 時,石 鹸市場 自体 は非常 に小 さ く,

国 内業者では競争相手が皆 無に等 しか った上 に,高 級品を購買する層が 限定 さ.

れ ていたため,消 費者を全 国に求めなければ ならなか った と考 え られ る。 どの

ような消費者に 「花王石鹸」が購入 されたか に関す る記録 は見 あた らなか った

が,.1904年 の 東京.市内1教 師の家計簿の記録 を見て も2』〕,収 入が月額5G円 で も

石鹸の項 目はな く,陳 京市統計 表』 による と同年の市長の俸給額が 刀平均 で

500円 で あ り,月100円 を超 えるの は収入役 までで,家 計 調査 の残存 しない,言

い換 えれば必 要のなか った高所得層 に普及 した と考え られ るのであ る。 また,

宿 セ リとい う方法 は低 コス トで既存の流通網 を使用す るこ とがで きる一方で,

問屋 に依存す る状況 を生む こととな る。

従 って,「 花王石鹸」 ブ ラン ドは現代の ブラ ン ドが果た してい るよ うな流通

業者 の取扱い を促進す る機能や価格 維持,競 争優位確立 などの役割はな く,初

代 におい ては未だマー ケテ ィングを実践 していた とは言い難い。

4)新 工場の設立

花 王石 鹸の販売増加 に伴い,1896年(明 治29),新 た に本所 区向島須崎 に須

崎∫1.:場が 建設 された。 ここで も同様 に,直 火釜.を使 用 したが,直 径6尺,深 さ

3尺5寸 とわずかに大型化 した。 また,切 断 ・乾燥 ・型打工程 の部分 的機械化

(そ れぞれ,足 踏み式 の切断機 の導入,乾 燥室 の建設,足 踏み型打機の採用)

が 行われた。 この工場 は新宿工場 とは違い,完 全 な長瀬所有であ った。生産量

は1日 約300-500ダ ー ス となった。

当時,業 界全体で は零細規模の業者がほ とん どで あ っ.たが,機 械練技術を導

28)一 番 ヶ瀬康子 『生活の歴史』 ドメス出版.1972年,197ペ ージ。



.

弓

70(174)..第160巻 第2号

入 していた工場は,須 崎工場以一ヒの生産能力 を持 っていた。 この技術 は,鹸 化

の際 に生 じる熱だけを利 用 して椰子油 と苛性 ソーダを加熱せずにつ くる(冷 製

石鹸)と い う もので,時 間 と労力が短縮で きるとい う利点 によって,広 く利用

され た劉。 これ らの技術 を擁 して いた工場 に比 べ,こ の時点で の花王 の生 産設

備 は,生 産量 とい う点では先端か らやや遅 れていたとい える。従 って,少 数の

商 品に関 して品質 を保証す ることが精一杯 であった。

5)「 ホーム浮石鹸」の販売

速成椰子油石鹸 の製造が ようや く下火にな り出 した頃,業 界 は再 び粗製濫造

期 に突 入 した。澱粉混 入石鹸時代であ る。機械 練技術 の普及 によ り,冷 製石鹸

が多 く生産され るよ うになると,激 しい価格競 争によって原料費が負担 になっ

た メー カーが,澱 粉 を混入 させた石鹸 を製造.し始 めた鋤。 この石鹸 も速成椰子

油石鹸 と同様 に輸 出を困難 に し,業 界 は自主規制を行わざるを得 なか っだ ㌔

この ように度重なる粗 製濫造 は,否 定的 な結果を もた らした一方で,技 術水

準が低 くて も生産が可能 な洗 濯石鹸 の分野で は,ほ ぼ国産品で需要をまか なえ

る状況 を も作 り出 した。

ただ し,石 鹸の使 用が普及す ると共 に化粧石鹸の輸.人は増加の一途をた どっ.

た(第2表)、 中で もP&Gの 「アイボ1,一 」 は,国 内業者 に浮石鹸 を製造 さ

せ る きっか けを作 った ほどの売れ行 きであ った。 この結果浮石鹸 は大流行 し,

消 費者 に,品 質に目を向 けさせ るきっかけ とな った。1909年(明 治42)に 発 売

され た長瀬商 店の 「ホー ム」は,1907年 の丸 見屋 「ミクニ」,1909年 の リバー

「サ ンライ ト」 「ス ワン」な どと共に浮石鹸 の代表的製品 とな った。

「ホー ム」の発売 に際 して も 「花王石鹸」 と同様 の戦略 が採 られ た。「花モ

29)『 油脂一L業5」29ページ。

30)東 京では明治20年後半から30年初頭,大 阪では30#代 前半に多く製造された。同E書,29-30
ページ。

31)特 に激しかった大阪で当時の大阪石鹸同業組合長であった稲葉潤吉の発案により.不純物20%

以 ヒのものは基本的に輸出禁止,輸 出する際もその旨を記すこととした。島田義照.前 掲書,

223-24ペーシ。
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第2表 化粧石鹸の輸入統計

(175)71

年次 数量(kg) 価 額 〔円:】 年次 数 量(kg) 価額(円)

1898 91,306.2 65,767.90 05 381,151.2 343,375

99 83,541.0 73,740.28 06 378,133.2 364,551

1900 181,309.8 152,202.01 07 537,727.2 528,520

01 109,920.0 91,176.54 08 382,761.6 396,504

02 294,875.4 257,291.10 09 428,256.6 413,581

03 280,949.4 236,321 10 372,202.8 351,852

04 290,652.0 239,514 11 340,170.6 323,657

(出所)『 大 日本外国貿 易46年 対照表」 より作成。元 の統計 では数量の単位は斤。1斤=600g

でAl.算。.

石鹸」 と 「ホーム」 の発売 は,.初 代の,輸 入品 に負 けない品質を持 った国産石

鹸製出,と い う目的を よ く具体化 していた といえ よう。 また,こ の後,「 花 王

石鹸」を中心 として新 たな商 品を発売す るとい うや り方 は,二 代長瀬富郎の時

代にな って打 ち出され る 「ナガセ ・ソー プライ ン」構想 に受 け継がれてい く.

6)新 工場の設立

「花王石鹸」 の生産 ・販売の増 加に伴 い,石 鹸以外 のろうそ く,歯 磨 な どを

整 理 ・統合す る.必要が生 じ,1899年(明 治32)向 島請地 に工場 の建設 を開始,

翌 年 には輸.入機械 を発注す るな ど,準 備 に取 りかか った。工場 は1902年 に完成,

11月 か ら生産が開始 された。 この土場 は,原 料 の仕込か ら包装 まで一貫 した工

場で あった。

請地工場で,先 ず挙げ るべ きは,蒸 気鹸化釜の導入である。直径4尺5寸,

深 さ5尺 の もので業界では最 も進 んだ ものであ った といわ れている。工事は第

5期 まで続 けられて,1911年10月 に はボイラー2基,蒸 気 エ ンジ ン1台,鹸 化

釜4個(最 大 の ものは直径m尺2寸6分 〉,圧 出機3台,型 打機8台,切 断機

3台 とが備え られた。 さ らに,機 械 練技術 の導入 も行 った。生産量 は,1908年

の 記録では,1H700ダ ー スであった。

第二の画期 的な点 として,こ の工場 には初 めて実験室が設 けられた。 ここで
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の 研 究 が 実 っ て,日 本 で 初 め て,1911年 に グ リ.セ リ ンの 回 収 に 成 功 した 。

7)グ リセリンの回収と業界

グ リセ リンの 回収 は,油 脂を脂肪酸 とグ リセ リンに分解 し,グ リセ.リンを別

用途へ の販売 に向けることを可能 にす るため,従 来 のよ うに石鹸廃 液処理 を出

費 して行 うことと比べて,大 幅な コス ト削減 を実現で き,石 鹸業者に と?て 大

きな意味を持 っていた。明治後期 には,他 の工場 におい て も動力の使用 が始 ま

りヨ2,,大量 生産の一つ の契機で あ る蒸気 鹸化釜 も順 に導 入され 始め,請 地工場

に続いて,グ リセ リンの 回収がで きるところ も現 れた。 ただ し,こ れ には大規

摸な プラン トが必:要で,事 業化で きる企業 は少数であ った詔}。この時点 で,回

収に成功で きたか否かで,格 差が出て きた。

こうレて,業 界 の寡 占化 は進展 を見せ始め る。 この中で,.長 瀬商店 は重要な

位置を占める こととなる。

終 わ り に
～

以上,長 瀬商店の初期のブランド戦略について分析したが,こ こで最初に提

示 した問題に関して総括を行 うことにする。

日本は欧米のように石鹸の自家生産の歴史を持たず,洗 浄剤として石鹸以外

の.ものを使用していたという背景から,石 鹸市場を創造するためには,.糠袋か

ら石鹸へという生活様式の変化を促進 しなければならなかったpし か し,業 界

全体は多数の中小メーカーが乱立 し,粗 製濫造と価格競争を繰り返 しており,

石鹸の品質を保つのもままならない状態であった。従って,石 鹸市場創造のた

めにはまず品質の保証されたブランド石鹸の市場を創造する必要があった。.こ

れはすなわち輸入品に対抗できる商品を普及させることであった。初代の行っ

鋤 帝国統計年鑑によ ると明治41年 に動力使用工場 は26,そ の うち汽力使用は13で ある。

33)1913年 〔大正2)に は丸見屋,浪 速 リスリン合資会社,帝 国魚油精製株式会社が成功 し,大 正

10年 代 に入 って本格化 した。さ らに石鹸 業者で はラ イオン,第.・ 工業,ベ ルベ ッ トなどが加わ っ

た。 グリセ リンに関する記 述は島田食止,前 掲書,243-250ペ ージ。
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た.「花王石鹸」の ブラン ド戦略 は,こ れ を体現 した ものであ った といえる。具

体的 には,高 品質高価格製品の製造,香 料やパ ッケー ジングの工夫,関 東 のみ

な らず関西を もターゲ ットとした代理店契約,.さ らには品質に対す る信用確保

のための軍隊 ・有名病院な どとの取 引で ある。 また,新 聞 による全 国広告,鉄

道沿線看板の設置な ど斬新な宣伝戦略 を実施 した。す なわち当時の業界 におい

ては非常 に先駆的な戦略が行わ れた といえる。 こうして,.以 上のよ うな戦略 に

よ り 「花王石鹸」 とい うブ ラン ドを確立 させ ることで,認 知の確保 ・品質保証

の役割 を担わせ,ブ ラン ド石鹸市場 を形成す ることがで きたのであ った。 しか

し,石 鹸が既 に普及 していた欧米 におけるブラン ド石鹸(特 にP&Gの 「アイ

ボ リー」 な ど)と は違 い,「 花王石鹸」 は高級 品ブ ラ ン ドであ るが故 に一部 の

所得者層に消費されたに とどま り,ま た宿 セリによる流通網形成 は問屋依存の

状況 を作 り出 した ことなど.限 界 もあった。 また,当 時は 「花 王石鹸」 ブラ ン

ドは まだ,流 通業 者の取扱 いを促進す る機能や,価 格維持 な ど競争対応 の役割

は持 つでいなかった といえる。....、

但 し,本 稿 の分析 は明治期 にとどまるものであ り.,こ れ以降の分析 を通 じて

よ りブラン ドに対 する理解 を深 める必要があ る。 また,ブ ラン ドが マーケテ ィ

ンダの中で どのよ うに位置づ けられ るのか に関す る研 究を行わ なければ,ブ ラ

ン ド ・エ クイテ ィ論 のマーケテ ィング理論 におけ る位 置づ け も不明確であ る。

さ らに,業 界 での他 の企業 の戦略の分析 も必要であろ う。 こ.れらについて は今

後の研 究課題 としたい。

〔付記〕.本 稿執筆にあたり,花 王資料室;日 本石鹸洗剤.工業会のご協力をいただいた。

ここに関係者に謝意を表したい。


